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１．本書は、２０１７（平成２９）年度に富山県小矢部市教育委員会が、国庫補助事業として実施した

市内遺跡発掘調査等事業の概要報告書である。

２．調査は、小矢部市教育委員会が実施した。ただし、平田・藤森遺跡（１）は有限会社毛野考古学

研究所に、水牧遺跡隣接地は株式会社エイ・テックに業務支援を委託した。担当は次のとおりで

ある。

　　　調査事務：大野淳也（生涯学習文化課主査）

　　　現地調査　常深　尚（有限会社毛野考古学研究所）：平田・藤森遺跡（１）

　　　岡田一広（株式会社エイ・テック)：水牧遺跡隣接地

　　　大野淳也：上記以外

３．現地調査の作業員は、（公社）富山県シルバー人材センター連合会から派遣を受けた。

４．本書の編集・執筆は大野が担当したが、平田・藤森遺跡（１）については常深氏に、水牧遺跡隣

接地については岡田氏に執筆を依頼した。

５．土層の色調については『新版　標準土色帳』（小山正忠・竹原秀雄編著、１９６７）に準じている。

６．出土遺物及び記録資料は、小矢部市教育委員会が一括して保管している。
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平成２９年度の概要

　２０１７（Ｈ２９）年度に、小矢部市内において実施した埋蔵文化財の発掘調査等は６件である。い

ずれも試掘調査で、市内遺跡発掘調査等事業として国庫補助を受けて実施した。さらに、開発行為

の事前協議、民間・個人による小規模開発、農地転用・農業振興地域除外申請に伴う問い合わせ等

は、合わせて８０件以上あった。

　調査の原因は、開発行為別にみると、個人の住宅建設、民間の住宅団地造成、公共事業に伴うも

のがある。事業の原因者は、個人３件、民間事業所１件、公共団体２件である。

　今年度の調査で遺構や遺物が多く検出されたのは、小矢部市によるこども園建設事業予定地の平

桜地内で実施した平田・藤森遺跡の試掘調査と、県営農地整備事業予定地の芹川地内で実施した水

牧遺跡隣接地の試掘調査の２件である。

　平田・藤森遺跡の調査では、竪穴建物とみられる方形プランや溝、土坑などの遺構とともに、古代

を中心とする遺物が検出されたことから、小矢部市の担当課であるこども課と協議を行い、こども園

の建物基礎等の工事により埋蔵文化財に影響が及ぶ範囲について、平成３０年度に本発掘調査を行

うこととした。

　水牧遺跡隣接地の調査原因は大規模な圃場整備事業であり、その対象地内での遺跡範囲の広が

りを確認することを目的に、昨年に引き続き試掘調査を実施した。今年度は先行して工事が行われる

農道や市道の拡幅予定地を中心として調査を行い、遺跡の範囲が概ね市道芹川板橋線を北限とする

ことを確認した。今年度の調査でも瓦塔等の遺物が出土し、宗教施設を伴う有力な集落等の存在が

予想されることから、平成３０年度にもその範囲や内容を把握するために未調査区域の試掘調査を

継続して実施する予定である。

事　業　の　概　要
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№ 遺　跡　名 所　在　地
調査対象面積

(掘削面積)
調査種別 調査期間 調　査　結　果 調査原因

１
平田・藤森遺跡

（１）
平桜６０５５外

８，５８１㎡

(３６０㎡)
試掘調査

２９．５．８～

５．１９

竪穴建物、溝、土坑、ピッ

ト（奈良時代）検出。弥

生土器、土師器、須恵

器、中世土師器出土。

統合こども園建設

２ 竹倉島遺跡 長１４５－２
４９６㎡

(８㎡)
試掘調査 ２９．６．９ 遺構、遺物確認されず。 個人住宅建設

３ 後谷条里遺跡
後谷字中ノ坪

５００－６８外

２７９．６９㎡

(５㎡)
試掘調査 ２９．７．１９ 遺構、遺物確認されず。 個人住宅建設

４ 大勢町遺跡
埴生字北反畝

１６８８外

２，３０４㎡

(６０㎡)
試掘調査 ２９．７．２０

遺構確認されず。土師

器、中世土師器出土。
住宅団地造成

５ 水牧遺跡隣接地 芹川９１２外
１３，６５０㎡

(３１１．１㎡)
試掘調査

２９．９．５～

１２．４

溝、土坑検出。土師器、

須恵器、瓦塔、珠洲焼、

越前焼、白磁、近世陶磁

器出土。

県営農地整備事業

（圃場整備）

６
平田・藤森遺跡

（２）
平桜６０４６－２

 　　４９９㎡

(１０㎡)
試掘調査 ２９．１０．２７ 遺構、遺物確認されず。 個人住宅建設

市内遺跡発掘調査等事業一覧
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市内遺跡発掘調査等事業位置図
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１．調査の概要

　調査は蟹谷学校区統合こども園建設に先立つ試掘調査であり、現地調査は５月８日から１９日にか

けて行なった。幅１ｍ、長さ２０ｍの試掘トレンチを１８本設定し、重機により表土を掘削、人力によっ

て平断面の精査を行なった。最大掘削深度は１１０㎝、掘削面積は合計３６０㎡である。

　基本層序は図３のとおりである。大きくは調査対象地の南東側が微高地があり、その縁辺を南西

から北東方向への低地が広がる（図２）。地山は灰白色ないし青灰色の粘質土（Ⅶ層）で、低地では

遺物包含層である黒色土（Ⅵ

層）の堆積が確認される。黒色

土の上部では部分的に洪水起

源の細砂・シルト（Ⅴ層）があ

る。また対象地の南東隅には、

圃場整備時の造成土より下位

で、南西から北東方向への旧河

道が確認され、同所は地山が

大きく削られている。黒色土は

３層に細分され、そのうち上位

２層に遺物が多く含まれる。

平
ひ ら た

田・藤
ふじのもり

森遺跡（1）

試掘調査対象地

平成6年度試掘調査

遺
物包含層堆積範囲（埋没谷）

T1

T3

T18

T12

T17

T16
T15 T14

T13 T11

T10
T9

T8

T7
T6T5

T4
T2

旧河道

図１　調査位置図（1：5,000）

図２　トレンチ位置図（1：2,500）
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図４　T4・T5・T10・T11・T14 平断面図（1：200）

遺構検出状況（左から T4，T5，T10，T11，T14）

T4

T5

T10

T11

T14

T4
①黒色土(10YR2/1)　粘質土、Ⅶ層粒少量
　　　　　　　　　　［倒木痕カ］
②黒色土(10YR2/1)　粘質土、炭化物多量
③黒色土(10YR2/1)　粘質土、炭化物少量、
　　　　　　　　　　Ⅶ層小ブロック少量

①
②

③ ①

（竪穴建物カ）

（竪穴建物カ）

（竪穴建物カ）

T5
①褐灰色土(10YR6/1)　砂質土
②黒色土(10YR2/1)　　粘質土、炭化物少量、Ⅶ層粒少量
③黒色土(10YR2/1)　　粘質土、Ⅶ層粒少量
④黒色土(10YR2/1)　　粘質土、Ⅶ層粒多量［倒木痕カ］

① ②
③ ②

④ ④ ③ ③

T10
①黒褐色土(10YR3/1)　粘質土、炭化物少量、Ⅶ層粒少量
②黒褐色土(10YR3/1)　粘質土、Ⅶ層小ブロック少量
③黒褐色土(10YR3/1)　粘質土、Ⅶ層粒多量
④黒色土(10YR2/1)　　粘質土、炭化物多量、
　　　　　　　　　　　Ⅶ層小ブロック少量

②
①

③ ① ④

（竪穴建物カ）

T11
①黒色土(10YR2/1)　　粘質土、炭化物少量、
　　　　　　　　　　　Ⅶ層小ブロック少量
②黒色土(10YR2/1)　　粘質土、炭化物多量
③黒褐色土(10YR3/1)　粘質土、Ⅶ層小ブロック多量
④黒色土(10YR2/1)　　粘質土、炭化物少量、
　　　　　　　　　　　Ⅶ層小ブロック少量

②
① ② ③ ④

T14
①灰色土(5Y4/1)　　シルト質土、粘性あり、
　　　　　　　　　　粗砂・Ⅶ層小ブロック少量
②黒色土(10YR2/1)　粘質土、炭化物少量
③灰色土(5Y4/1)　　 粘質土、Ⅶ層小ブロック多量
④黒色土(10YR2/1)　粘質土、Ⅶ層小ブロック少量

①
②

③
①④ ③ ③

ⅥaⅥa

ⅥbⅥc

Ⅵa ⅥbⅠⅡ

Ⅵc

W
41.0ｍ

T4北壁

Ⅶ
Ⅶ

Ｅ

Ⅰ ⅡⅥa ⅥaⅥa Ⅵb Ⅵa Ⅵb
W
40.5ｍ

Ｅ

T5北壁

Ⅶ

W
41.0ｍ

Ｅ
T10北壁Ⅵb Ⅵc Ⅵb ⅥcⅠⅡ

Ⅶ

旧河道

W
41.0ｍ T11北壁

Ｅ

Ⅶ

Ⅱ

Ⅶ

Ⅰ

（竪穴建物カ）

旧河道

旧河道

W
41.5ｍ T14北壁

Ｅ
Ⅰ Ⅱ

Ⅶ
旧河道
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２．遺構

　調査対象地の南東部にはⅦ層に達する旧河道があり、時期的には近世以降と考えられる。旧河道

周辺にはⅦ層を地山とする微高地が広がり、その北西縁には黒色土（Ⅵ層）の堆積する浅い埋没谷の

地形が南西から北東へ続いている。遺構は主にⅦ層上面で検出され、堅穴建物の可能性がある方形

プランが４棟、溝４条、土坑・ピット４３基などがある。遺構の多くは、検出面の出土遺物から奈良時

代と考えられる。この他に、倒木痕とみられる環状プランが６基検出された。竪穴建物は、規模が分

かるものはＴ５で一辺約６．０ｍである。軸方位に２種ある。Ｔ２の西端の土坑（９０×７０㎝の隅丸長

方形）は、壁面が強く焼け、内側に炭化物が多量に含まれた焼土坑である。何らかの焼成坑であろう

か。この土坑を含むＴ２西側の遺構はⅥ層中で検出されており注意を要する。Ⅵ層が厚く堆積する地

点では、Ⅵ層とⅦ層の２面の遺構面が存在する可能性がある。

３．遺物

　遺物は弥生土器、奈良・平安時代の土師器・須恵器、中世の土師器、木製品などがあり（図５）、

遺構検出面ないし黒色土（Ⅵ層）から出土している。主体となるのは奈良時代の遺物である。黒色土

中の遺物は、微高地に近い部分で出土量が多い傾向にある（Ｔ８・Ｔ１２・Ｔ１６）。奈良時代の遺物

図３　基本層序（1：20）

Ⅱ
Ⅰ

Ⅶ
Ⅱ
Ⅰ Ⅰ

Ⅶ

Ⅵ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅶ

Ⅵb
Ⅵc

Ⅵ

Ⅱ
Ⅰ

旧
河
道

Ⅱ
Ⅰ

Ⅶ

Ⅵb
Ⅵa

Ⅱ

Ⅲ

Ⅰ

Ⅵc

Ⅵb

Ⅵa

Ⅶ

Ⅴ

Ⅲ

旧
河
道

Ⅳ

遺構

Ⅶ

T18南
（旧河道）

T16東T16西

T10西 T12北
（旧河道）

T5中央 T2西

41.5m

41.0m

40.5m

40.0m

39.5m

39.0m

41.5m

41.0m

40.5m

40.0m

39.5m

39.0m

Ⅰ層　水田耕作土
Ⅱ層　水田床土
Ⅲ層　圃場整備時の造成土　
Ⅳ層　褐灰色砂質土　粗砂・小石含む
Ⅴ層　灰オリーブ色細砂・シルト
Ⅵ層　黒色粘質土［遺物包含層］
　Ⅵa 灰色味強い　炭化物・土器片含む
  Ⅵb 土器片含む　炭化物多い
  Ⅵc 土器片ほとんど含まない
Ⅶ層　灰白色～青灰色粘質土［地山］
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図５　出土遺物（1：3，1：2）

には、土師器杯・高坏・甕・甑、須恵器蓋・杯・甕・壺・瓶がある。土師器杯は内黒のもの、高杯には

赤彩（１）のものがある。土師器甑の把手（２・３）のうち、２は上面に刻みを施す。須恵器は蓋（４・

５）、杯（６～１２）、壺（１３）、瓶（１４）がある。中世の土師器は小型の皿が出土している（１５～

１９）。すべて非ロクロ成形で、中世前期のものである。１９には刷毛状工具による内面調整がみられ

る。１８にはわずかに油煙の痕跡が残り、灯明皿と考えられる。２０はＴ１のⅥ層中から出土した棒状

木製品である。先端が炭化し、火鑽棒の可能性がある。

４．まとめ

　調査対象地の旧地形は、南東側を中心とする微高地と、北西側で黒色土を伴う浅い埋没谷とに分

かれている。北西側の隣接地における平成６年度調査（図１）が微高地上であったことから、埋没谷

の規模は最大でも幅１００ｍほどである。平成６年度調査で検出された竪穴建物・掘立柱建物址、条

里地割の坪境溝、弥生時代の溝などとあわせ、調査地周辺には主に弥生時代、奈良時代を中心とす

る古代、中世前期の遺構が広がることが想定される。

1(T12)

2(T6)4(T16)

5(T17)

6(T10)

10(T3) 11(T12)

12(T9)

13(T3)

14(T13)

15(T4)

16(T4)

17(T4)

18(T7) 19(T9)

20(T1)

7(T9)

8(T12)

9(T13)

3(T10)

焦げ
赤彩
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１．調査の概要

　今回の調査は、県営農地整備事業（圃場整備）に先立つ試掘調査である。調査対象面積は

１３，６５０㎡で、調査面積は３１１．１㎡である。現地調査は平成２９年９月５日～同年９月１６日およ

び平成２９年１２月４日に、実働８．０日で実施した。

　調査対象範囲の南側隣接地では、平成２８年１０～１１月に試掘調査を実施している。その結果、古

代の遺物を含む包含層が北側へさらに延びることを確認した。今回の調査では、その包含層の広がり

を確認するため、北側の市道付近までを調査範囲とした。トレンチ番号は平成２８年調査から連番とし

Ｔ５１から割り振った。標高は約２５．３～２６．８ｍである。調査は幅１．０ｍで長さは２０・１０・５ｍの

試掘トレンチを１９本設定した。重機によって表土および堆積土を掘削し、人力により精査した。その

結果、市道に近い北側のトレンチであるＴ６８から遺物包含層および瓦塔を検出したため、市道の北側

を追加調査し、平成２９年１２月に試掘トレンチを３本設定した。調査最大掘削深度は８１㎝である。

　基本層序は、Ⅰ層；黒褐色シルト質細粒砂（水田耕作土）、Ⅱ層；黒褐色細粒砂質シルト（古代遺物

包含層）、Ⅲ層；暗褐色中粒砂（地山）、Ⅳ層；にぶい黄褐色中粒砂～礫層である。

　Ⅰ層とⅡ層との間には間層がある箇所が部分的にあるが、基本的には床土や過去の圃場整備に伴

う造成土である。Ⅱ層は遺物包含層で、古代の遺物が出土した。分布範囲は調査地区南東端部およ

び北側（Ｔ５５・５８～７２）で確認でき、厚さは５～２０㎝を計る。なお、市道より北側のＴ７０～７２

ではⅡ層からの遺物は出土しなかった。遺構検出面はⅢ層（地山）直上である。

水牧遺跡隣接地【仮称　芹川遺跡】

図１　調査位置図
　　（１：5,000）
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２．遺構

　遺構は、溝、土坑を検出した。溝はＴ５４・５７・６０・６１・６５～６９で検出した。Ｔ５４・５７で検

出した溝は、アメリカ軍が昭和２１年に撮影した航空写真に写っており、現代の溝である。Ｔ６５・６７

で検出した溝は現代のものである。土坑はＴ３７で検出し、覆土は黒褐色シルトである。

←Ｎ

25.5ｍ

26.0ｍ

25.0ｍ

Ｓ→

Ｔ63南側
Ⅰa　耕作土　　　10YR3/2 　黒褐色シルト質細粒砂
Ⅰb　床土　　　　10YR5/1 　褐灰色細粒砂シルト質
Ⅱ 　遺物包含層　10YR2/3 　黒褐色細粒砂質シルト
Ⅲ 　地山　　　　10YR3/3　 暗褐色中粒砂　

図３　基本層序（１：20）

ＳＤ
02

ａ ｂ ｃ

遺物包含層

Ⅰa 耕作土 10YR3/2 　黒褐色シルト質細粒砂
Ⅰb 床土 10YR5/1 　褐灰色細粒砂シルト質しまりあり
Ⅱ 遺物包含層 10YR2/3 　黒褐色細粒砂質シルト
Ⅲa 地山 10YR3/3　 暗褐色中粒砂　
① ＳＤ04 10YR5/1 　褐灰色シルト質細砂

a b c←Ｎ

25.5ｍ

25.0ｍ

Ｓ→
26.0ｍ

Ⅰb

Ⅰa

Ⅲa

Ⅱ

Ⅰa
Ⅰb

①

Ⅰa

Ⅲa

Ⅰb
ⅡⅡ

Ｔ68瓦塔出土状況（北東） Ｔ68瓦塔出土状況（北東）

19

図４　Ｔ68平面図・断面柱状図（１：200、１：40）

０ ５ 10ｍ

Ⅰa

Ⅰb

Ⅲ

Ⅱ
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３．遺物

　出土遺物には、土師器・須恵器・珠洲・越前・白磁・瀬戸美濃・越中瀬戸・伊万里・九谷・砥石・瓦

塔がある。古代の遺物はⅡ層から出土した。図示した遺物は、Ｔ１８から出土したものである。土器類

は瓦塔周辺から出土した。

　１～１５は土師器である。１～１１は鉢である。１～７は通常甕として報告されているが、瓦塔周辺よ

り出土しており二次被熱もしていないことから、仏具としての使用した可能性があるため、今回の報告

では鉢とした。１は口縁端部が内湾して立ち上がる。口径は２１．６㎝である。２は口縁端部が上方へ

延びる。口径は２０．５㎝である。３は口縁端部がやや外上方へのびる。内外面にカキメを施す。口径

は２０．０㎝である。４は口縁端部が内側へ屈曲する。口径は１９．０㎝である。５は口縁端部が短く上

方へ延びる。口径は１８．６㎝である。６は口縁端部が外上方へ延びる。口径は１７．９㎝である。７は

口縁端部がやや内湾して立ち上がる。口径は１７．５㎝である。８は稜椀型である。口径は２０．０㎝で

ある。９・１０は口縁部が内湾する。９は口径１７．０㎝、１０は口径１２．４㎝である。１１は鉢の底部で

ある。外面に墨書「□」がある。１２は椀の口縁部である。内外面に油煙が付着する。口径１１．７㎝であ

る。１３は甕の底部である。内面にススが付着する。１４は高台が付かない皿である。口径は１１．６㎝で

ある。１５は高台が付く皿である。口径は１３．０㎝である。

　１６～１８は須恵器である。１６は高台が付かない杯である。内外面に油煙が付着する。口径

１２．０㎝である。１７は高台が付く杯の底部である。１８は杯の口縁部である。内外面に油煙が付着

する。

　１９～２１は瓦塔である。１９・２０は屋蓋部で半截竹管で瓦葺きを表現する。１９は須恵質で、幅

１８．５㎝、高さ７．２㎝である。軒先部は垂木を約１．０㎝間隔で削り出す。軸部はロクロ整形であ

る。２０は土師質である。２１は軸部である。斗栱を表現した縦位の粘土帯がある。斗栱の下部には

台輪を表現した粘土帯の痕跡がある。

４．まとめ

　今回の試掘調査では、平成２８年度調査区から続く古代の遺物包含層を、調査対象地の北西側で

確認した。遺物出土量はＴ１８以外はあまり多くない。また、検出した遺構は近現代のものである。

　Ｔ１８ではⅢ層地山直上のⅡ層中から、瓦塔、土師器鉢、油煙が付着する土師器椀・須恵器杯等が

出土した。この遺物群は仏教祭祀的様相が強く、時期は９世紀代である。平成２８年度調査地区でも

円面硯や瓦塔が出土しており、８世紀後半から１０世紀頃までの仏堂等をもつ有力な集落の存在が想

定できる。　

　遺物包含層と同様の黒褐色土は市道の北側にも延びているが、遺物の出土は希薄で遺構も検出で

きなかった。このため、遺跡の範囲は概ね市道を北限とするものと推定できる。
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